
第4回中央執行委員会 

出席状況 ○＝参加、×＝不参加、▽＝早退、△＝遅刻                           2017.10.28  inオルガ 
中畑 △ 三上 ○ 上村 ○ 原田 ○ 内田 ○ 西崎 ○

高木 ○ 山本 ○ 小林史 ○ 濵 ○ 長尾 △

岡山支部 上田 ○ 藤島 ○ 吉田 × 頭士 ○ 柴田 ○ 武澤 × 井上 × 長谷部 × 安田 ○

倉敷支部 難波 ○ 大橋 ○ 黒木 × 舩越 ○ 河田 × 坂本淑 ○ AM

美作支部 草川 × 藤澤 × 菱野 ○ 神崎 ○ 松川 × 濱田 × PM

井笠支部 大谷 ○ 遠山 ○ 北村 × 竹内 △ 小林幸 ○ 計 26 /38

○＝ 23 △＝ 3 ▽＝ 0 ×＝ 12 ？＝ 0

委員長 坂本 × 副委員長
書記長

書記次長

ｱﾙﾊﾞｲﾄ 23

備前支部 26

備北支部

タイムテーブル 

09:30 学習 

10:45 情勢＆報告事項 

11:30 協議事項 

12:30 昼休憩（別室でミニ写真展開催） 

13:20 協議事項 

15:00 終了（以後パート部会開催） 

I. 学習（60分） 

講師：長久啓太さん（岡山県労働者学習協会）   

「働き方と人権－人権感覚をみがこう」 

II. 情勢（15分） 

・ 総選挙結果について、与党圧勝のニュース。憲法改正の発議のできる数を獲得。希望の党は改憲に賛成

なので合わせると 8 割弱の数。野党第 1 党が改正の議論に入らなければと言っているが、立憲以外が改

憲に乗れば改訂の発議になる可能性がある。再来年参議院選挙があるのでこの 2 年の間になるし、オリ

ンピックの年に、などと安倍首相も言っている。製造業の不正問題が相次いでいる。1995 年日経連が労

働者の正社員は 3 割でいいとの方針から非正規労働者が広がり、技術の継承が出来ていない。日本経済

社会のありようの問題だ。 

III. 報告事項（30分） 

○この間の活動 

9/22 第3 回中央執行委員会 

23 第1 回地連執行委員会 

25 CS ネット労使協議会 

26 県労青年部 

29 第1回分会代表者会議／第8回労連パ部会幹

事会 

30 第2 回新入労組員研修 

30-1 第23 回労連パ部会定期総会 

10/2 新入労組員研修（パ部会） 

3 9 月度店舗会議／経営協議会 

4 9 月度DC 協議会／四役会議 

6 秋闘要求提出団交 

7 関連･一般定期大会／ｱﾙﾊﾞｲﾄ部会準備会総会 

10 CX カーゴ労使懇談会／総選挙公示 

11 労連委託対策会議／秋闘スト権投票開始／共

済会三役会議 

11-12 第503 回労連中執／憲法闘争交流会 

12 9 月度中央労働安全衛生委員会 

13 労組カフェ（北畝）／一般岡山流通分会要求提

出団交 

14-15 働く女性の中央集会 

15 一般中四国労組定期総会 

18 美作支部執行委員会 

21 第2 回地連執行委員会 

21-22 第29回労連青年部定期総会／介護･ヘルパー

全国学習交流会 

22 総選挙 

23 10 月度店舗協議会／ヘルパーネット総会 

24 県労常任幹事会 

25 労連最賃闘争本部／10 月度DC 懇談会 

26 スト権開票 

27 共済会幹事会 

28 第4 回中央執行委員会 

28-29 2017年日本平和大会 

29 第1 回労連パ部会幹事会 

 



１． 上部･外部団体（10分） 

 生協労連、県労会議など  その他、外部団体

２． 労理協議会、組織内会議（10分） 

 経営協議会：議事録参照 

 店舗会議：議事録参照 

 DC 懇談会 欠員を派遣対応で補っているが、直雇

用で対応してほしいとの要望に今年度中に方向性を

示したいと理事会。 

 中央労働安全衛生委員会 労災発生後 1 年たって

状態悪化して初めて報告する事例の報告。委員会

ではケガの大小にかかわらず報告が出来ていないこ

とが問題ではないか、などの意見が出された。 

３． 各部会･支部の報告（10分） 

 定時職員部会 部会総会に 4 名参加。12.2 パ・臨総

会を開催予定。 

 青年・女性部会 労連定期総会に 2 名参加。岡山の

活動を水島の青年が発言。こーぷゆにおん等で発信

してほしい、との意見が出された。 

 アルバイト部会（準）10 月 7 日定期大会開催。10 月

19日長船で懇談。8名参加。2名加入した。11.20役

員会予定。 

 ミドルエイジの会：9月30日第2回幹事会。11月11

日第3 回予定。 

 岡山支部：11 月 7 日第２回執行委員会、１６年度お

疲れ様会を開催予定。 

 倉敷支部：11月8日支部執行委員会。1月17日旗

開きの計画。 

 美作支部：10 月 18 日秋のレクリエーション１2 月 9

日ボーリング大会予定。 

 備前支部：9 月8 日支部執行委員会。11 月24 日コ

ープ山陽で大会。執行委員会定例化とレク開催を目

指す。牡蠣食べ放題レク具体化が当面の課題。 

 備北支部：なし 

 井笠支部：11 月13 日会議予定。 

 CS 関係：CS 労使協議会でＣＭの中身の説明と 1 月

1 回の岡山の対応について論議。経営は全国生協陣

営の中で比較落ち込んでいるとの報告。 

 生協関連･一般労働組合：10 月7 日定期大会開催。

ＤＶＤ視聴後感想交流。 

IV. 協議事項 

１． 機関運営（15分） 

○ 分会代表者会議 

11/22（水）、議題は回答評価、二次交渉に向けての意思統一としたい。 

○ 日生協健保組合の組織問題について 

こーぷゆにおんに掲載、健保理事会からのチラシ(別紙)も配布された。 

皆に知らされないところで決まっていくということが問題。健保理事会では労連委員がその点を突く。 

労連のパンフ（別紙）が完成、近日中に配布予定。 

日生協健保加入で生協労連加盟でない組織、例えば医療生協労組等に働きかけることはないのか、との意見が出

された。生協労連提起を受け単組での具体化を中心に組み立てることを確認した。 

２． 労使課題（105分） 

① 1 月1 回配達問題について（15 分） 

・ 色んな反応が出ているよう。 
・ ポイントは、「休みたいから反対」したわけではないこと。それは、過去にも1月4日を配達した経緯があ

ることを見ても明白。理屈に合わない提案で労働協約違反を認めると、労働協約は紙切れ同然となり、

“何でもあり”となる。これを避けるための判断だということ。 
・ 「早く決めて欲しかった」…それはその通りだが、引き伸ばした原因は理事会側にあること。労組は提案

直後の 17 年 1 月段階で理屈に合わない提案には合意できないと表明、それに対して「理屈に合う提案を

するから」と引き伸ばしたのが理事会。 



・ にもかかわらず、現場への理事会の通達は、経過についても理事会の責任についても言及されず、無くな

った供給をどう取り返すかということで詰められている(？)という受け止めが広がっている(？)。 
・ 理事会に対し、きちんとした説明を職場に行うよう要請する予定…しないと思うけど。状況に応じて労組

見解を出そうかと思っている。 

宅配事業所で出されている声を出し合った。1 月1 回を断念したことで目標の上乗せなど、労働強化が進むという

危惧が強くあるとの声が出た。 
理事会に見解を出させることを待たずに労組としての見解を出すことを優先するべきとの意見が出された。 

② 秋闘に向けて（90 分） 

・ 要求提出団交の感想など 

・ 職場集会の開催状況、特徴的な意見など。 

・ 職場討議資料（回答交渉に向けての意思統一）は別紙。 

・ 基本は、討議資料にある内容で戦術を組み立てる。 

・ スト権投票の開票結果について(別紙) 

③ 派遣社員の配置について（別紙） 

当該事業所の労組員への確認を実施すること、その内容を踏まえて書記局が判断することを確認した。 

④ 2018 年春闘準備のための「生活実感アンケート」の実施 

取り組み期間 10月30日(月)～11月17日(金) ＊集まり次第、至急に転送をお願いします。 

生協労連への一次集約報告～11月19日(日)まで  最終報告～12月19日(火)まで  

３． 組織拡大（15分） 

○ 店舗労組学習会の具体化 

呼び掛け対象のメインはアルバイト 

店舗中執は日にちと時間を決めて呼びかけをお願いしたい。㋊に設定を。 

派遣労働者や再雇用アルバイトにも声がけをすることを確認した。 

○ 宅配等の事業所での声がけ（委託対象）等の状況確認 

TEL 注アルバイトを対象に懇談設定をお願いする。 

委託や夕食宅配の組織化。懇談までの設定努力をすることを確認した。 

４． 諸闘争、その他（15分） 

① バレーボール企画提案（別紙） 

会場候補地について御津も選択肢の一つではないかと意見があった。 

② 憲法闘争の強化について 

1 人5 筆以上協力を。 

③ 岡山市長選挙選挙結果について（別紙） 

 

④ 木村紀夫さん講演会（別紙） 

本日、休憩時間中に写真･ビデオの展示 

 

V. 次回日程    第5回中央執行委員会 11月18日（土）9：30～ 於：藤田 


